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平
安
時
代
文
学
に
お
け
る
『
白
氏
文
集』
の
受
容
は
、
漢
詩
文
に
と
ど
ま
ら
ず
、
和
歌
・
物
語
・
日
記
・
随
筆
等
々
文
学
の
諸
分
野
に
及
ぶ
。
た
と
え
ば
、
一
条
朝
頃
に
活
躍
し
た
文
人
具
平
親
王
は
、
自
作
に
お
い
て
当
時
の
詩
風
詩
体
に
触
れ
て
、｢
我
朝
詞
人
才
子
、
以
二
白
氏
文
集
一
為
二
規
模
一。
故
承
和
以
来
、
言
レ
詩
者
皆
不
レ
失
二
体
裁
一
矣｣
(『
本
朝
麗
藻』
巻
下
・
讃
徳
部
、｢
和
下
高
礼
部
再
夢
二
唐
故
白
大
保
一
之
作
上｣
の
｢
中
華
変
雅
人
相
慣
、
季
葉
頽
風
体
未
レ
訛アヤ
マ
ラ｣
へ
の
自
注)
と
概
観
し
て
い
る
。
つ
ま
り
白
詩
は
わ
が
国
の
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
規
範
で
あ
り
、
作
品
の
水
準
を
維
持
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
古
今
集』
の
歌
人
は
詩
中
の
語
や
詩
想
を
和
歌
に
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
前
の
歌
風
を
一
変
さ
せ
た
。
ま
た
、
た
ん
に
一
語
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
作
品
の
構
想
に
ま
で
白
詩
の
内
容
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
様
相
を
、『
源
氏
物
語』
か
ら
い
く
つ
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
大
小
を
問
わ
ず
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
享
受
は
、
一
時
期
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
詩
文
集
の
伝
来
以
来
絶
え
間
な
く
平
安
時
代
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
当
時
『
白
氏
文
集』
は
多
く
の
読
者
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集』
『
新

朗
詠
集』
に
そ
の
詩
文
の
摘
句
を
収
め
、
種
々
の
文
学
作
品
や
古
記
録
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
朗
誦
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
広
く
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
詩
文
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
者
で
あ
る
白
居
易
に
も
関
心
が
及
ぶ
。
都
良
香
に
は
｢
白
楽
天
讃｣
(『
都
氏
文
集』
巻
三)
が
あ
り
、｢
情
竇
虚
深｣
と
人
と
な
り
を
評
し
、『
白
氏
文
集』
を
｢
集
七
十
巻
、
尽
是
黄
金｣
と
讃
え
て
い
る
。
島
田
忠
臣
は
、｢
吟
二
白
舎
人
詩
一｣
(『
田
氏
家
集』
巻
之
中)
に
お
い
て
、
常
住
坐
臥
白
詩
を
賞

す
る
と
述
べ
、
居
易
の
子
と
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、｢
付
二
於
文
集
一
海
東
来｣
つ
ま
り
自
分
は
『
白
氏
文
集』
と
と
も
に
日
本
に
や
っ
て
き
た
の
だ
と
ま
で
言
う
。
高
階
積
善
は
再
度
に
わ
た
っ
て
白
居
易
を
夢
に
見
て
敬
慕
を
詩
に
詠
み
、
や
が
て
先
の
具
平
親
王
や
藤
原
為
時
の
唱
和
に
ま
で
到
る
。
詩
人
ら
の
寄
せ
る
思
い
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
為
時
は
詩
中
の
｢
風
姿
未
下
与
二
影
図
一
訛タガ
ハ上｣
に
注
し
て
｢
我
朝
慕
二
居
易
風
跡
一
者
、
多
図
二
屏
風
一。
故
云｣
と
述
べ
、
居
易
の
図
像
が
数
多
く
生
ま
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
良
香
の
｢
白
楽
天
讃｣
も
楽
天
像
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
絵
と
言
え
ば
、
日
本
で
も
行
わ
れ
た
尚
歯
会
に
は
、
白
居
易
を
含
む
七
老
を
描
い
た
屏
風
が
飾
ら
れ
た
。
こ
の
会
を
催
す
の
は
、
創
始
者
居
易
へ
の
敬
意
共
鳴
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
白はく
居きよ
易い
祭さい
文もん
敦あつ
光みつ
朝
臣
あ
そ
ん

維こ
れ
保ほう
延えん
四よ
年ねん
、
歳とし
戊つち
の
え
午うま
に
次やど
る
、
二に
月ぐわ
つ
丁ひの
と
巳み
の
朔さく
十とを
日か
丙ひの
え
寅とら
。
兵ひや
う
部ぶ
の
大たい
輔ふ
正しや
う
五ご
位ゐ
下げ
兼けん
行ぎや
う
参み
河かは
の
守かみ
藤ふぢ
原はら
の
朝
臣
あ
そ
ん
顕あき
長なが
、
謹つつ
し
み
て
清せい
酌しや
く
庶しよ
羞しう
の
奠てん
を
以もつ
て
、
敬つつ
し
み
て
大だい
唐たう
贈ぞう
右う
僕ぼく
射や
白はく
楽らく
天てん
の
霊れい
を
祭まつ
る
。
｢
白
居
易｣
は
、
中
唐
の
詩
人
(
七
七
二－
八
四
六)
。｢
祭
文｣
は
、
天
神
地

や
死
者
の
霊
を
祭
り
弔
い
、
祈
願
す
る
儀
式
な
ど
に
お
い
て
読
誦
す
る
文
章
。
按
祭
文
者
、
祭
二
奠
親
友
一
之
辞
也
。
古
之
祭
祀
、
止
二
於
告

一
而
已
。
中
世
以
還
、
兼
讃
二
言
行
一
以
寓
二
哀
傷
之
意
一。
蓋
祝
文
之
変
也
(『
文
体
明
弁』
巻
之
六
十
一
・
祭
文)
と
、｢
親
友｣
を
祭
る
場
合
に
限
定
し
て
捉
え
る
見
解
も
あ
る
が
、
多
く
の
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
祭
文
を
捧
げ
る
対
象
は
多
岐
わ
た
る
。
本
祭
文
の
よ
う
に
、
北
山
円
正
一
六
( (
(
(
(
(
(
(
(
こ
う
い
っ
た
白
居
易
個
人
へ
の
平
安
時
代
の
興
味
関
心
を
と
ど
め
る
事
例
は
枚
挙
に
遑
な
く
、
研
究
の
手
は
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
が
、
考
察
の
対
象
と
す
べ
き
資
料
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
読
み
解
か
れ
て
い
な
か
っ
た
平
安
末
期
の
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
(『
本
朝
続
文
粋』
巻
十
二)
を
取
り
上
げ
て
訓
み
、
文
人
た
ち
が
い
か
な
る
思
い
を
寄
せ
て
い
た
の
か
を
知
る
よ
す
が
と
し
た
い
。
祭
文
の
本
文
は
、
内
閣
文
庫
蔵
『
本
朝
続
文
粋』
(
複
製
本
、
山
岸
徳
平
解
説)
所
収
の
そ
れ
を
用
い
、

左
文
庫
蔵
本
に
よ
っ
て
適
宜
校
訂
し
た
。
ま
ず
全
文
を
句
読
点
を
付
し
て
掲
げ
る
。
本
文
の
対
偶
を
明
ら
か
に
す
る
便
宜
の
た
め
、
該
当
部
分
を
二
行
書
き
に
し
て
そ
の
頭
に
括
弧
を
施
し
た
。
＊
は
校
訂
し
た
部
分
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
語
注
に
お
い
て
述
べ
る
。
祭
文
を

か
ら

の
段
落
に
区
分
し
、
段
落
ご
と
に
訓
み
を
示
し
、
語
注
を
記
し
て
主
な
用
例
を
挙
げ
た
上
で
大
意
を
ま
と
め
る
。
白
居
易
祭
文
敦
光
朝
臣

維
保
延
四
年
、
歳
次
戊
午＊
、
二
月
丁
巳
朔
十
日
丙
寅
、
兵
部
大
輔
正
五
位
下
兼
行
参
河
守
藤
原
朝
臣
顕
長
、
謹
以
清
酌
庶
羞
之
奠
、
敬
祭
于
大
唐
贈
右
僕
射
白
楽
天
之
霊
。

惟
公
天
地
淳
粋
、
嶽

精
神
。
徳
輝
之
照
世
也
、
詞
華
之
軼
人
也
、
台
彩
早
入
孕
、
風
騒
更
比
高
。
誠
是
一
代
之
詩
伯
、
万
葉
之
文
匠
也
。

夫
合
志
則
殊
方
之
客
自
親
、
慕
義
則
異
代
之
交
無
隔
。
幽
玄
之
境
、
遙
雖
閇
蹤
、
後
素
之
功
、
新
以
図
像
。
縦
遊
大
原
之
故
郷
、
縦
往
霊
山
之
浄
土
、
魂
而
有
霊
、
享
斯
薄
奠
。

嗟
呼
昔
在
平
生
、
辞
人
才
子
、
窃
其
華
藻
、
今
臨
祭
奠
、
末
学
頑
質
、
慕
其
文
章
。
彼
一
時
也
、
此
一
時
也
。
伏
乞
鑑
此
露
胆
之
佳
趣
、
授
以
風
骨
之
英
材
。
尚

。
(『
本
朝
続
文
粋』
巻
十
二
・
祭
文)
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
注
釈
景
仰
す
る
先
人
を
祭
っ
て
祈
願
す
る
時
に
作
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。｢
白
居
易
祭
文｣
と
い
う
題
は
、
題
の
形
態
と
し
て
は
異
例
で
あ
り
、
中
国
で
は
ま
ず
見
な
い
。｢
…
…
祭
文｣
の
よ
う
に
記
す
の
は
、
藤
原
敦
宗
｢
北
斗
御
修
法
祭○
文○｣
(『
朝
野
群
載』
巻
三
・
『
卅
五
文
集』
。
こ
の
祭
文
の
作
者
が
敦
宗
で
あ
る
こ
と
は
、
柳
澤
良
一
｢『
卅
五
文
集』
(
拾
遺
・
覚
書)｣
(｢
国
書
逸
文
研
究｣
第
十
四
号)
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た)
・
大
江
匡
房
｢
歌
合
祭○
文○｣
(『
朝
野
群
載』
巻
三)
な
ど
と
、
平
安
時
代
に
は
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
通
常
、
晉

亮
｢
釈
奠
祭○
二
孔
子
一
文○｣
、
梁
元
帝
｢
釈
奠
祭○
二
顔
子
一
文○｣
(『
芸
文
類
聚』
巻
三
十
八
・
礼
部
上
・
釈
奠)
唐
太
宗
｢
祭○
二
北
岳
恆
山
一
文○｣
(『
初
学
記』
巻
五
・
地
部
上
・
恆
山)
｢
祭○
二
城
山
神
一
文○｣
(『
菅
家
文
草』
巻
七)
と
記
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
こ
の
題
は
、｢
祭
二
白
居
易
一
文｣
と
あ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
同
類
の
例
に
徴
し
て
今
は
こ
れ
で
よ
い
と
考
え
て
お
く
。
｢
敦
光
朝
臣｣
は
、
藤
原
敦
光
(
一
〇
六
三
一
一
四
四)
。
平
安
時
代
後
期
の
文
人
・
学
者
。
敦
光
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
大
曾
根
章
介
｢
院
政
期
の
一
鴻
儒－
藤
原
敦
光
の
生
涯－
｣
(『
日
本
漢
文
学
論
集』
第
二
巻
所
収)
参
照
。
｢
維｣
は
、
発
語
の
助
字
。｢
惟｣
に
同
じ
。
祭
文
の
冒
頭
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
語
で
始
ま
る
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄』
(
法
中)
の
訓
に
｢
コ
レ｣
が
あ
る
。｢
歳
次
二
戊
子
一｣
の
｢
歳
次｣
は
、
歳
星
(
木
星)
が
宿
る
こ
と
、
と
し
廻
り
意
。
木
星
の
位
置
す
る
星
宿
に
よ
っ
て
年
の
干
支
を
示
し
た
。
歳○
次○
二
天
紀
一、
月
旅
二
太
簇
一
(『
文
選』
巻
五
十
六
、
陸
佐
公
｢
石
闕
銘｣)
｢
和
銅
四
年
、
歳○
次○
二
辛
亥
一、
河
辺
宮
人
、
姫
嶋
松
原
、
見
二
嬢
子
屍
一、
悲
嘆
作
歌
二
首｣
(『
萬
葉
集』
巻
二
・
二
二
八
題
詞)
帝
姫
阿
倍
天
皇
御
世
之
天
平
神
護
元
年
、
歳○
次○
二
乙
巳
一
年
始
(『
日
本
霊
異
記』
巻
下
・
第
三
十
八
縁)
｢
保
延
四
年｣
(
一
一
三
八)
は
｢
戊
午＊｣
に
当
た
る
。
底
本
及
び

左
文
庫
本
に
は
｢
戊
子｣
と
あ
る
が
、｢
保
安
四
年｣
の
干
支
で
は
な
い
の
で
｢
戊
午｣
に
改
め
た
。｢
子｣
は
、
事
態
の
相
似
に
よ
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄』
(
僧
中)
に
は
｢
次｣
の
訓
に
｢
ヤ
ト
ル｣
が
あ
る
。｢
丁
巳｣
は
、｢
二
月｣
の
｢
朔｣
の
干
支
を
示
し
て
い
る
。｢
朔｣
は
、
つ
い
た
ち
。
｢
兵
部
大
輔｣
は
、
兵
部
省
(
二
十
巻
本
『
和
名
類
聚
抄』
巻
五
・
職
官
部
に
、
｢
兵
部
省
〈
都
波
毛
乃
々
都
加
佐
〉｣
と
あ
る)
の

に
次
ぐ
二
等
官
。

一
人
〈
掌
下
内
外
武
官
名
帳
、
考
課
、
選
叙
、
位
記
、
兵
士
以
上
名
帳
、
朝
集
、
祿
賜
、
假
使
、
差
二
発
兵
士
一、
兵
器
、
儀
仗
、
城
隍
、
烽
火
事
上
〉
、
大○
輔○
一
人
(『
令
義
解』
巻
一
・
職
員
令)
｢
兼｣
は
、
兼
官
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
数
官
を
兼
任
す
る
場
合
、
位
階
に
相
当
す
る
官
職
を
｢
正｣
、
そ
れ
以
外
は
｢
兼｣
と
し
た
。
こ
の
藤
原
顕
長
は
、｢
兵
部
大
輔｣
が
正
官
、｢
参
河
守｣
が
兼
官
。
凡
任
二
両
官
以
上
一
者
、
一
為
レ
正
。
余
皆
為
レ
兼○
(『
令
義
解』
巻
四
・
選
叙
令)
大
学
頭
従
五
位
下
兼○
行
肥
後
介
菅
原
朝
臣
清
人
一
首
…
…
正
三
位
行
中
納
言
兼○
右
近
衛
大
将
東
宮
大
夫
良
峯
朝
臣
安
世
一
首
(『
経
国
集』
巻
第
一
目
録)
一
七
｢
行｣
は
、
位
階
が
高
く
官
職
が
低
い
こ
と
を
示
す
語
。
官
の
相
当
位
が
本
人
の
位
よ
り
低
け
れ
ば
行
、
そ
の
反
対
は
守
。
凡
任
二
内
外
文
武
官
一、
而
本
位
有
二
高
下
一
者
、
若
職
事
卑
為
レ
行○
。
高
為
レ
守
(『
令
義
解』
巻
四
・
選
叙
令)
従
五
位
上
行○
式
部
少
輔
菅
原
朝
臣
清
公
…
…
従
四
位
下
行○
播
磨
守
臣
賀
陽
朝
臣
豊
年
(『
凌
雲
集』
序)
｢
藤
原
朝
臣
顕
長｣
(
一
一
一
七
〜
一
一
六
七)
は
、
藤
原
顕
隆
の
三
男
。
七
歳
の
保
安
四
(
一
一
二
三)
年
に
叙
爵
。
そ
の
後
数
々
の
国
守
を
歴
任
し
て
、
保
元
三
(
一
一
五
八)
年
四
月
に
蔵
人
頭
、
八
月
に
参
議
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
極
官
は
権
中
納
言
。｢
参
河
守｣
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
保
延
二
年
十
二
月
。
顕
長
の
文
事
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
新
古
今
和
歌
集』
に
一
首
入
集
し
て
い
る
。｢
謹｣
は
、
謹
厳
な
態
度
、
恭
し
さ
を
示
す
語
。｢
清
酌｣
は
、
清
酒
。｢
庶
羞｣
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
御
馳
走
。｢
奠｣
は
、
供
え
物
。｢
敬｣
は
、
う
や
ま
い
つ
つ
し
む
姿
勢
を
表
し
た
語
。｢
大
唐｣
は
、
唐
の
美
称
。
書
名
に
『
大
唐
西
域
記』
『
大
唐
開
元
礼』
が
あ
る
。南
贍
部
洲
大○
唐○
国
東
都
香
山
寺
居
士
太
原
人
白
楽
天
(『
白
氏
文
集』
巻
七
十
・

、｢
画
二
弥
勒
上
生
幀
一
記｣)
天
平
年
中
、
拝
二
入
唐
判
官
一、
到
二
大○
唐○
一
見
二
天
子
一
(『
懐
風
藻』
、
釈
弁
正
伝)
大○
唐○
凋
弊
、
載
之
具
矣
(『
菅
家
文
草』
巻
九
、｢
請
レ
令
三
諸
公

議
二
定
遣
唐
使
進
止
一
状｣)
｢
贈
右
僕
射｣
は
、
白
居
易
の
歿
後
に
贈
ら
れ
た
官
職
。｢
贈｣
は
、
追
贈
の
意
。
｢
僕
射｣
は
、
尚
書
省
の
次
官
。
唐
の
時
代
、
尚
書
省
の
長
官
で
あ
る
尚
書
令
は
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
尚
書
僕
射
が
宰
相
の
地
位
に
あ
っ
た
。
会
昌
初
、
以
二
刑
部
尚
書
一
致
仕
。
六
年
卒
。
年
七
十
五
、
贈○
二
尚
書
右○
僕○
射○
一
(『
新
唐
書』
巻
一
一
九
・
白
居
易
伝)
｢
白
楽
天｣
の
｢
楽
天｣
は
、｢
白
居
易｣
の
字
。
本
祭
文
の
み
な
ら
ず
、
い
ず
れ
の
祭
文
も
そ
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
文
体
も
ま
た
同
類
の
形
態
を
持
っ
て
い
る
。
｢
白
居
易
祭
文｣
の
よ
う
に
、｢
維｣
で
始
ま
り
、
年
月
日
、
供
物
の
捧
呈
者
(
願
主)
、
そ
し
て
｢
謹
以
…
…
之
奠｣
｢
敬
祭
…
…
之
霊｣
と
続
い
て
い
く
の
は
、
ど
の
祭
文
と
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
維○
宋
孝
建
三
年
、
九
月
癸
丑
朔
十
九
日
辛
未
、
王
君
以○
二
山
羞
野
酌
一、
敬○
祭○
二
顔
君
之○
霊○
一
(『
文
選』
巻
六
十
、
王
僧
達
｢
祭
二
顔
光
祿
一
文｣)
維○
垂
拱
二
年
、
太
歳
景
戌
正
月
壬
寅
朔
二
十
二
日
癸
亥
、
長
史
劉
某
、
謹○
以○
二
清○
酌○
庶○
羞○
之○
奠○
一、
敬○
祭○
二
陸
明
府
之○
霊○
一
(
『
楊
炯
集』
巻
十
、｢
為
二
梓
州
官
属
一、
祭
二
陸

県
一
文｣)
維○
大
唐
上
元
二
年
、
歳○
次○
二
乙
亥
一、
八
月
壬
申
朔
十
六
日
丁
巳
、
交
州
交
阯
県
令
等
、
謹○
以○
二
清○
酌○
之○
奠○
一、
敬○
祭○
二
漢
高
皇
帝
之○
霊○
一
(
唐
鈔
本
『
王
勃
集』
巻
三
十
、｢
過
二
淮
陰
一、
謁
二
漢
祖
廟
一
祭
文
。
奉
レ
命
作｣)
維○
元
和
二
年
、
歳○
次○
二
戊
子
一、
八
月
辛
亥
朔
十
九
日
己
巳
、
将
仕
郎
守
左
拾
遺

林
学
士
太
原
白
居
易
、
謹○
以○
二
清○
酌○
庶○
羞○
之○
奠○
一、
敬○
祭○
二
陳
氏
楊
夫
人
之○
霊○
一
(『
白
氏
文
集』
巻
二
十
三
・
、｢
祭
二
楊
夫
人
一
文｣)
維○
貞
観
七
年
、
歳○
次○
二
乙
酉
一、
九
月
甲
子
朔
二
十
五
日
戊
子
、
前
進
士
菅
某
、
奉
二
家
君
教
一、
以○
二
醴
粟
之○
奠○
一、
致
二
祭○
于
連
聡
霊○
一
(『
菅
家
文
草』
巻
七
、
｢
祭
二
連
聡
霊
一
文｣)
北
山
円
正
一
八
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
注
釈
維○
天
延
三
年
乙
亥
之
歳
、
八
月
十
三
日
壬
子
、
吉
日
良
辰
、
左
大
臣
従
二
位
源
朝
臣
兼
明
、
謹○
以○
二
香
花
之○
薦○
一、
敬○
祭○
二
亀
山
之○
神
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
三
、
兼
明
親
王
｢
祭
二
亀
山
神
一
文｣)
(
現
代
語
訳)
こ
こ
に
保
延
四
年
、
歳
は
戊
午
の
星
宿
に
宿
る
、
二
月
丁
巳
朔
の
十
日
丙
寅
に
、
兵
部
大
輔
正
五
位
下
兼
行
参
河
守
藤
原
朝
臣
顕
長
は
、
謹
ん
で
清
酒
と
も
ろ
も
ろ
の
御
馳
走
の
供
物
に
よ
っ
て
、
敬
っ
て
大
唐
の
贈
右
僕
射
白
楽
天
の
霊
を
祭
る
。

惟おも
ひ
み
る
に
公こう
は
天てん
地ち
の
淳
じ
ゆ
ん
粋すい
あ
り
、
嶽がく

と
く
の
精せい
神しん
あ
り
。
徳とく
輝き
の
世よ
を
照て
ら
す
や
、
台だい
彩さい
早つと
に
孕はら
に
入い
り
、
詞し
華くわ
の
人ひと
に
軼す
ぐ
る
や
、
風ふう
騒さう
更さら
に
高たか
き
を
比なら
ぶ
。
誠まこ
と
に
是こ
れ
一いち
代だい
の
詩し
伯はく
、
万まん
葉えふ
の
文ぶん
匠しや
う
な
り
。
白
居
易
の
心
の
広
さ
や
徳
の
高
さ
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
詩
の
師
匠
と
呼
ぶ
。
｢
惟｣
は
、
こ
の
文
脈
で
は
、｢
維｣
に
同
じ
く
発
語
の
助
字
と
し
て
｢
こ
れ｣
と
訓
む
こ
と
も
、｢
お
も
ひ
み
る
に｣
と
訓
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
今
は
後
者
に
よ
る
。
｢
公｣
は
敬
称
。
白
居
易
に
対
し
て
こ
う
言
う
。
惟○
公○
弘
大
温
恭
…
…
惟○
公○
積
レ
勤
(『
韓
昌
黎
全
集』
巻
二
十
三
、｢
祭
二
馬
僕
射
一
文｣)
惟○
公○
尼
山
降
レ
彩
、
斯
誕
二
将
聖
一
(『
家
伝』
・
｢
武
智
麻
呂
伝｣
。
こ
れ
は
、
大
学
寮
で
行
わ
れ
た
釈
奠
に
お
け
る
祭
文
の
一
節
。
こ
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
｢
武
智
麻
呂
伝
の
｢
釈
奠
文｣
－
本
文
批
判
と
『
王
勃
集』
受
容－
｣
、
｢
風
土
記
研
究｣
第
二
十
五
号
参
照)
｢
天
地
淳
粋｣
は
、
天
地
の
間
に
お
け
る
純
粋
な
心
。
非
二
醇○
粋○
之
方
壮サカ
リ
ナ
ル
ニ
一、
謀
二

シ
ユ
ン
駮ハク
於
王
義
一
(『
文
選』
巻
六
、
左
太
沖
｢
魏
都
賦｣
。
劉
淵
林
注
｢
班
固
云
、
不
レ
変
曰
レ
醇
、
不
レ
雑
曰
レ
粋｣
。
李
善
注
｢
楚
辞
曰
、
玉
色
并頁
以
月免ウル
ヘ
ル
顔カホ
バ
セ
ア
リ
。
精
純
粋
而
始
壮｣)
鏡ミ
二
純○
粋○
之
至
精
一、
聆
二
清
和
之
正
声
一
(『
文
選』
巻
四
十
八
、
楊
子
雲
｢
劇
レ
秦
美
レ
新｣)
｢
嶽

精
神｣
は
、
山
や
河
の
よ
う
な
広
い
心
。｢
嶽
｣
は
、
秦
嶺
九

、

渭
之
川
、
曷
若
二
四
○
五
嶽
、
○
帯
レ
河
泝
レ
洛
、
図
書
之
淵
一
(
『
文
選』
巻
一
、
班
孟
堅
｢
東
都
賦｣
。
李
善
注
｢
爾
雅
曰
、
江
河
淮
済
、
為
二
四

一。
又
曰
、
泰
山
為
二
東
岳
一、
霍
山
為
二
南
岳
一、
華
山
為
二
西
岳
一、
恒
山
為
二
北
岳
一、
嵩
山
為
二
中
岳
一｣)
と
、
李
善
注
の
言
う
よ
う
に
四
河
五
岳
の
こ
と
。
白
居
易
の
人
格
品
性
を
述
べ
る
こ
の
二
句
は
、
徴
士
陳
君
、
稟
二
嶽○
○
之
精
一、
苞ツツ
ム二
霊
曜
之
純
一
(『
文
選』
巻
五
十
八
、
蔡
伯
｢
陳
太
丘
碑
文｣
。
李
善
注
｢
孝
経
援
神
契
曰
、
五
嶽
之
精ハ
雄
聖
、
四

之
精ハ
仁
明
。
又
鉤
命
決
曰
、
五
嶽
吐
レ
精
。
宋
均
曰
、
吐ク
ト
ハ
レ
精
生
二
聖
人
一
也
。
霊
曜
謂
レ
天
也
。
尚
書
緯
、
有
二
考
霊
曜
一｣
。
五
臣
注
｢
孝
経
援
神
契
曰
、
五
岳
之
精
雄
聖
、
四

之
精
仁
明
。
故
以
比
レ
之
也
。
霊
曜ハ
謂
二
天
地
一
也
。
純ハ
和
也｣)
の
本
文
及
び
注
に
基
づ
い
て
い
る
。｢
嶽
｣
に
は
次
の
例
も
あ
る
。
人
霊
昭
二
有
作
之
期
一、
嶽○
○
降
二
非
常
之
表
一
(『
王
子
安
集』
巻
十
五
、｢
益
州
夫
子
廟
碑｣
序)
一
九
君
膺
二
岳○
○
之
秀
一、
挺
二
風
雲
之
会
一
(
同
巻
十
六
、｢
益
州
緜
竹
県
武
都
山
浄
恵
寺
碑｣
序)
｢
徳
輝｣
は
、
徳
の
輝
き
、
徳
の
光
。｢
徳｣
は
、
白
居
易
の
徳
。
鳳
凰
翔
二
于
千
仞
一
兮
、
覧
二
徳○
輝○
一
而
下
レ
之
(『
文
選』
巻
六
十
、
賈
誼
｢
弔
二
屈
原
一
文｣
。
李
善
注
｢
礼
記
曰
、
徳
輝
動
二
於
内
一｣)
王
沢
之
及
二
四
海
一
也
、
性
水
澄
兮
幽
咽
絶
、
徳○
輝○
之
滞
二
一
隅
一
也
、
情
竇
暗
兮
怨
曠
生
(『
扶
桑
集』
巻
九
、
菅
原
文
時
｢
仲
春
釈
奠
、
毛
詩
講
後
、
賦
二
詩
者
志
之
所
一
レ
之｣
詩
序
。『
本
朝
文
粋』
巻
九)
｢
照
レ
世｣
は
、
徳
の
光
輝
が
世
を
照
ら
す
こ
と
を
言
う
。
直
気
充
レ
朝
星
宿
聚
、
徳△
輝△
照○
レ
世○
日
居
明
(『
本
朝
麗
藻』
巻
下
・
書
籍
部
、
具
平
親
王
｢
奉
レ
読
下
重
押
二
情
字
一
御
製
上、
不
レ
堪
二
抃
舞
一、
敬
押
二
本
韻
一｣)
浴
二
恵
沢
一
而
済
レ
人
、
傅
説
之
舟
自
鬧
、
サ
ワ
ガ
シ
播
二
徳△
輝△
一
而
照○
レ
世○
、
魏
徴
之
鏡
能
瑩
(『
本
朝
続
文
粋』
巻
十
三
、
藤
原
明
衡
｢
奉
二
為
亡
考
小
野
宮
右
大
臣
一

九
日
追
善｣
願
文)
霊
跡
長
垂
年
二
百
、
徳△
輝△
普
照○
界
三
千
(
『
本
朝
無
題
詩』
巻
十
、
釈

禅
｢
冬
日
参
二
詣
安
楽
寺
聖
廟
一｣)
な
ど
、
同
様
の
例
が
多
い
。
ま
た
、
…
…
我
が
お
も
と
生
ま
れ
た
ま
は
ん
と
せ
し
そ
の
年
の
二
月
の
そ
の
夜
の
夢
に
見
し
や
う
、
み
づ
か
ら
須
弥
の
山
を
右
の
手
に
捧
げ
た
り
、
山
の
左
右
よ
り
、
月△
日△
の△
光△
さ
や
か
に
さ
し
出
で
て
世○
を○
照○
ら○
す○
…
…
(『
源
氏
物
語』
・
若
菜
上
、
明
石
の
入
道
の
明
石
の
御
方
へ
の
消
息)
世○
を○
照○
ら○
す○
月△
隠
れ
に
し
さ
夜
中
は
あ
は
れ
闇
に
や
み
な
ま
ど
ひ
け
ん
(『
後
拾
遺
和
歌
集』
巻
二
十
・
釈
教
・
一
一
八
二
、
伊
勢
大
輔
。
釈
尊
の
入
滅
を
詠
む)
も
、
同
類
に
数
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
句
は
、
徳
の
輝
き
が
こ
の
世
を
照
ら
そ
う
と
し
て
と
解
し
て
お
く
。
つ
づ
い
て
白
居
易
の
出
生
が
述
べ
ら
れ
る
。｢
台
彩｣
は
、
他
に
例
を
見
ず
難
解
で
あ
る
。｢
台｣
は
、
前
句
｢
輝｣
と
の
関
連
か
ら
し
て
、
光
を
放
つ
何
か
を
想
定
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
思
い
至
る
の
は
、
｢
三
台｣
で
あ
る
。
三○
台○

ノ
ベ
レ
朗
、
ヒ
カ
リ
ヲ
四
岳
増
レ
峻サガ
シ
キ
ヲ(『
文
選』
巻
二
十
五
、
盧
子
諒
｢
贈
二
劉

一｣
。
李
善
注
｢
漢
書
曰
、
北
斗
魁
下
六
星
両
両
而
比ナラ
ブ
ヲ
曰
二
三
能タイ
ト一。
色
斉トト
ノ
ヘ
バ
為
レ
和
、
不
レ
斉
為
レ
乖
。
説
文
曰
、
ハ
舒
也
。
尚
書
、
帝
曰
、
咨アア
四
岳
。
春
秋
漢
含
孳
曰
、
三
公
象
二
五
岳
一、
在
レ
天
法ノツ
ト
ル
二
三
能
一。
台
与
レ
能
同
也｣
。
五
臣
注
｢
三
台ハ
星
名
也
。
其
色
斉
明
、
則
君
臣
和
。
四
岳ハ
諸
侯
也
。
峻ハ
高
也｣)
三○
台○
樹タテ
レ
位
、
履
レ
道
是
鍾アツ
マ
ル
(『
文
選』
巻
五
十
六
、
曹
子
建
｢
王
仲
宣
誄｣)
こ
の
語
は
、
北
斗
七
星
の
下
方
に
並
ぶ
、
二
星
で
一
組
を
な
す
三
組
の
星
の
名
。
大
尉
・
司
徒
・
司
空
の
三
公
に
な
ぞ
ら
え
る
。
前
者
の
例
で
は
、
三
組
の
星
の
縁
で
三
公
の
｢
朗｣
を
導
く
。｢
彩｣
は
、
こ
こ
で
は
光
彩
・
光
輝
の
意
に
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
下
レ
壁
而
沈
レ
彩○
、
月
上
レ
軒
而
飛
レ
光△
(『
文
選』
巻
十
六
、
江
文
通
｢
別
賦｣)
如
二
彼
随
和
一、
発
レ
彩○
流
レ
潤
(
同
巻
五
十
七
、
潘
安
仁
｢
夏
侯
常
侍
誄｣)
尼
山
降
レ
彩○
、
泗
浜
騰
レ
気
(『
王
子
安
集』
巻
十
五
、｢
益
州
夫
子
廟
碑｣)
し
た
が
っ
て
、｢
台
彩｣
は
三
台
の
放
つ
光
あ
る
い
は
星
の
輝
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
傑
出
し
た
人
物
偉
大
な
先
人
は
、
し
ば
し
ば
光
輝
に
喩
え
ら
れ
る
。
北
山
円
正
二
〇
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
注
釈
丕オホ
イ
ニ
シ
テ
二
大
徳
一
以
宏
覆
、
援
ヒ
キ
テ
二
日○
月○
一
而
斉○
レ
暉○
(
『
文
選』
巻
六
十
、
陸
士
衡
｢
弔
二
魏
武
帝
一
文｣)
日○
月○
在
レ
躬
、
隠
レ
之
弥○
曜○
(
同
巻
四
十
七
、
袁
彦
伯
｢
三
国
名
臣
序
賛｣)
明○
均
二
両
曜
一、
不
レ
能
レ
遷
二
代
謝
之
期
一
(『
王
子
安
集』
巻
十
五
、｢
益
州
夫
子
廟
碑｣
序
。
清

清
翊
『
王
子
安
集
註』
、｢
初
学
記
一
、
纂
要
云
、
日
月
謂
二
之
両
曜
一｣
。｢
夫
子｣
は
孔
子)
こ
れ
ら
と
同
様
、
白
居
易
も
ま
た
光
彩
に
喩
え
ら
れ
た
と
見
た
い
。
次
に
挙
げ
る
例
も
同
じ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
庶コヒ
ネ
ガ
ハ
ク
ハ
使
二
黄
閤
之
辺
、
威
風
添
レ
気
、
紫
宮
之
下
、
台○
曜○
増
一レ
光
(『
三
代
実
録』
元
慶
二
年
七
月
十
七
日
、
藤
原
基
経
へ
の
加
階
の
詔
勅)
尊
レ
師
崇
レ
礼
言巨
登
攀
、
台○
耀○
尋
来
泗
水
間
(『
雑
言
奉
和』
、
藤
原
春
海
｢
秋
日
陪
二
左
丞
相
城
南
水
石
亭
一、
祝
二
蔵
外
史
大
夫
七
旬
之
秋
一、
応
レ
教｣
。｢
左
丞
相｣
は
、
藤
原
時
平
。｢
蔵
外
史
大
夫｣
は
、
大
蔵
善
行)
扶
レ
身
藜
杖
随
二
三
径
一、
慕
レ
徳
台○
星○
仰
二
九
霄
一
(
同
、
大
蔵
善
行
｢
秋
日
陪
二
左
丞
相
城
南
水
石
亭
一、
賜
二
恩
祝
一、
応
レ
教
二
首｣
ノ
二)
変
風
詠
レ
徳
、
詩
人
歌
而
到
レ
今
、
台○
星○
比
レ
輝
、
良
吏
載
而
鑑
レ
古
(『
本
朝
文
粋』
巻
五
、
大
江
朝
綱
｢
為
二
清
慎
公
一、
辞
二
右
大
臣
一
第
二
表｣)
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
祭
文
に
見
ら
れ
る
白
居
易
へ
の
尊
崇
も
勘
案
し
て
、｢
台
彩｣
な
る
語
を
三
台
に
も
喩
え
る
べ
き
光
と
捉
え
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
試
解
に
と
ど
ま
る
。
妥
当
な
解
釈
を
得
る
べ
く
後
考
を
期
し
た
い
。｢
入
レ
孕｣
は
、
三
台
の
光
輝
が
天
空
か
ら
下
っ
て
、
白
居
易
が
母
の
胎
内
に
宿
っ
た
と
い
う
。｢
孕｣
は
、
本
来
は
は
ら
む
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
腹
と
同
意
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
誕
生
に
当
た
っ
て
特
異
な
事
情
が
語
ら
れ
る
の
は
、
中
国
で
は
稀
で
は
な
い
。

ス
ウ
高カウ
維
嶽
、
駿
極
二
于
天
一、
維
嶽
降
レ
神
、
生
二
甫
及
申
一、
維
申
及
甫
、
維
周
之

(『
毛
詩』
・
大
雅
・
蕩
之
什
・
｢

高｣
。
毛
伝
｢
ハ
高
貌
。
山
大
而
高
曰
レ

。
嶽ハ
四
嶽
也
。
…
…
駿ハ
大
、
極ハ
至
也
。
嶽
降
二
神
霊
和
気
一、
以
生
二
申
甫
之
大
功
一
…
…
ハ
幹
也｣
。

箋
｢
申ハ
申
伯
也
。
甫ハ
甫
侯
也
。
皆
以
二
賢
知
一
入
、
為
二
周
之

幹
之
臣
一｣)
こ
れ
は
、
四
嶽
が
神
霊
を
｢
降｣
し
て
、
周
王
朝
の
功
臣
で
あ
る
申
伯
と
甫
侯
が
生
ま
れ
た
と
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
伯
夏
生
二
叔
梁

一。

与
二
顔
氏
女
一、
野
合
而
生
二
孔
子
一。

二
於
尼
丘
一
得
二
孔
子
一
(『
史
記』
巻
四
十
七
・
孔
子
世
家)
と
、
叔
梁

糸乞
と
顔
氏
の
女
が
尼
丘
山
に
祈
っ
た
結
果
、
聖
人
孔
子
が
山
岳
の
力
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
四
嶽
・
尼
丘
山
と
い
う
、
と
も
に
高
所
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
神
奇
な
力
に
よ
っ
て
、
類
い
希
な
人
物
が
生
誕
す
る
と
語
ら
れ
る
点
で
は
、
天
上
の
輝
き
が
胎
内
に
宿
っ
て
地
上
に
現
れ
た
と
さ
れ
る
白
居
易
と
共
通
す
る
。
『
本
朝
麗
藻』
(
巻
下
・
讃
徳
部)
高
階
積
善
｢
夢
中
同
謁
二
白
大
保
元
相
公
一｣
の
｢
高
情
不
レ
識
又
何
神｣
に
対
す
る
自
注
に
は
、
白
太
保
伝
云
、
大
保
者
是
文
曲
星
神
。
而
相
公
未
レ
見
二
其
所
一
レ
伝
矣
。
と
あ
っ
て
、｢
文
曲
星
神｣
と
さ
れ
て
い
る
。『
政
事
要
略』
(
巻
六
十
一
・
糾
弾
雑
事)
に
は
、
白
居
易
伝
云
、
白
居
易
、
字
楽
天
、
太
原
人
也
。
或
言
、
其
先
秦
将
武
安
君
白
起
後
也
。
父
欽
通
建
三
云
、
兼
解
二
文
章
一。

妾
梁
氏
女
、
合
	
之
後
、
未
レ
幾
有
レ
娠
。
先
レ
是
梁
氏
夢
、
与
二
一
大
夫
一、
対
語
親
昵
、
共


二
筆
墨
一。
語
曰
、
二
一
我
是
天
帝
之
孫
也
。
感
二
渠
神
慧
一、
来
作
二
配
疋
一。
今
降
二
文
星
一、
擬
レ
為
二
児
息
一。
梁
氏
既
而
懐
孕
…
…
或
曰
、
古
則
宝
応
菩

下
二
池
世
間
一。
号
曰
二
伏
犠
一
…
…
今
時
文
殊
師
利
菩

為
二
楽
天
一。
又
曰
、
歳
星
為
二
曼
倩
一。
文
曲
星
為
二
楽
天
一
焉
。
と
あ
り
、｢
天
帝
之
孫｣
が
｢
文
星｣
か
ら
下
っ
て
母
梁
氏
が
孕
ん
だ
と
記
し
て
い
る
。
末
尾
に
は
、｢
文
曲
星｣
は
｢
楽
天｣
で
あ
る
と
も
い
う
。
妊
娠
に
ま
つ
わ
る
同
様
の
伝
は
、『
普
通
唱
導
集』
(
巻
中
末)
に
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
源
通
親
の
｢
擬
二
香
山
一
模
二
草
堂
記
一｣
(
成
簣
堂
文
庫
本
『
作
文
大
体』
所
引)
で
は
、
白
氏
将モツ
テ
案
レ
彰
、
文
星
化
入
レ
夢
。

覚
感
二
霊
威
一、
粛
潔
供
二
茶
菓
一。
小
年
読
二
白
楽
天
之
伝
一、
其
身
為
二
文
曲
星
之
化
一。
今
又
憶
二
夢
中
之
子
細
一、
弥
抽
二
掌
上
之
丁
寧
一
(｢
文
星
化
入
レ
夢｣
は
、
文
曲
星
が
通
親
の
夢
に
現
れ
た
こ
と
を
言
う
。｢
供
二
茶
菓
一｣
は
、
通
親
が
城
南
に
つ
く
っ
た
草
堂
で
白
居
易
を
祭
る
儀
式
を
行
っ
た
こ
と
。｢
白
楽
天
之
伝｣
は
、『
政
事
要
略』
所
引
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う)
と
、
白
居
易
が
文
曲
星
の
化
身
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。
三
台
と
文
曲
星
と
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
天
空
の
星
の
霊
妙
な
力
が
そ
の
誕
生
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
祭
文
｢
入
レ
孕｣
に
つ
い
て
は
三
台
に
よ
る
懐
孕
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。｢
詞
華｣
は
、
言
葉
の
あ
や
、
文
藻
、
花
の
よ
う
な
詩
歌
。
用
例
は
、
鈴
木
徳
男
・
北
山
｢『
後
拾
遺
和
歌
抄
目
録
序』
注｣
(｢
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集｣
第
四
十
巻)
、｢『
和
歌
現
在
書
目
録』
真
名
序
注｣
(
同
第
四
十
四
巻)
、｢
柿
本
人
麿
影
供
注
釈｣
(
同
第
四
十
六
巻)
参
照
。｢
軼
レ
人｣
は
、
他
の
人
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。
白
居
易
の
詩
文
が
秀
逸
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。『
類
聚
名
義
抄』
(
僧
中)
の
｢
軼｣
の
訓
に
は
｢
ス
ク｣
が
あ
る
。
妖
艶
軼○
レ
人○
、
足
レ
驚
レ
目
矣
(『
雲
州
往
来』
巻
下
末)
稟
二
鳳
池
之
余
浪
一、
故
文
藻
之
美
誉
軼○
レ
人○
、
伝
二
龍
岫
之
遺
風
一、
故
材
花
之
芳
名
被
レ
世
(『
詩
序
集』
下
、
藤
原
明
衡
｢
秋
夜
侍
二
源
亜
相
淳
風
坊
水
閣
一
守
二
庚
申
一、
同
賦
二
月
光
依
レ
水
明
一、
応
レ
教｣)
｢
風
騒｣
は
、
詩
文
、
文
学
の
意
。
例
は
次
に
示
す
も
の
以
外
は
、
鈴
木
・
北
山
｢
藤
原
敦
隆
｢
和
歌
類
林
序｣
注｣
(｢
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集｣
第
四
十
三
巻)
参
照
。
朱
絃
払
二
宮
徴
一、
洪
筆
振
二
風○
騒○
一
(『
白
氏
文
集』
巻
六
十
七
・
、｢
寄
二
献
北
都
留
守
裴
令
公
一｣)
｢
比
レ
高｣
は
、
白
居
易
が
高
度
な
作
品
を
連
ね
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
用
例
未
見
。
｢
一
代｣
は
、
当
代
、
そ
の
時
代
、
そ
の
活
躍
し
て
い
た
頃
。
士
生
二
一○
代○
間
一、
誰
不
レ
有
二
浮
沈
一
(『
白
氏
文
集』
巻
二
・
、｢
読
史
詩
五
首｣
ノ
一)
一○
代○
儒
宗
君
第
一
、
于
レ
今
吾
輩
仰
二
高
山
一
(『
扶
桑
集』
巻
九
、
紀
長
谷
雄
｢
北
堂
史
記
竟
宴
、
各
詠
レ
史
、
得
二
叔
孫
通
一｣)
｢
詩
伯｣
は
、
詩
の
大
家
、
詩
豪
。｢
伯｣
は
、
か
し
ら
、
長
。
平
公
今
詩○
伯○
、
秀
発
吾
所
レ
羨
(
盛
唐
杜
甫
｢
石
研
詩｣)
莫
レ
道イフ
コ
ト
登
科
遅
速
事
、
以
レ
詩○
為
レ
伯○
義
為
レ
兄
(
『
菅
家
文
草』
巻
一
、
｢
和
二
春
十
一
兄
老
生
吟
見
一
レ
寄｣)
詩○
伯○
歌
仙
、
十
有
余
輩
(『
扶
桑
古
文
集』
、
藤
原
敦
基
｢
春
日
同
詠
二
花
樹
久
北
山
円
正
二
二
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
注
釈
芳
一、
応
レ
教
倭
歌｣
。『
本
朝
小
序
集』)
｢
万
葉｣
は
、
万
代
、
永
遠
の
意
。
拓
レ
世
貽
ノ
コ
シ
レ
統
、
固
二
萬○
葉○
一
而
為
レ
量
(『
文
選』
巻
四
十
六
、
顔
延
年
｢
三
月
三
日
曲
水
詩
序｣
。
李
善
注
｢
晉
中
興
書
、
詔
二
桓
玄
一
曰
、
蕃
二
衛
王
家
、
垂
二
固
萬
葉
一｣
。
五
臣
注
｢
葉ハ
代
也
…
…
言
、
広
二
世
葉
一
以
遺
二
後
緒
一、
使
下
堅
二
萬
代
一
而
成
中
乎
大
道
上
也｣)
冷
泉
院
者
、
万○
葉○
之
仙
宮
、
百
花
之
一
洞
也
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
、
菅
原
文
時
｢
暮
春
侍
二
宴
冷
泉
院
池
亭
一、
同
賦
二
花
光
水
上
浮
一、
応
レ
製｣
詩
序)
｢
文
匠｣
は
、
詩
文
の
師
匠
。
若
名
工
文○
匠○
、
商
略
詆
訶
、
蕪
詞
拙
迹
、
於
レ
是
乃
見
(『
貞
観
政
要』
巻
二
・
求
諫)
楽
天
を
師
と
見
な
す
の
に
は
、
唐
白○
楽○
天○
、
為○
二
異
代
之
師○
一、
以
下
長
二
詩
句
一
帰
中
仏
法
上
也
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
二
、
慶
滋
保
胤
｢
池
亭
記｣)
が
あ
る
。
こ
の
対
を
な
す
二
句
は
、
白
居
易
を
、
生
前
は
詩
の
棟
梁
、
歿
後
は
永
遠
の
師
と
崇
め
る
。
(
現
代
語
訳)
思
う
に
公
は
天
地
の
間
に
お
け
る
純
粋
な
心
、
山
や
河
の
よ
う
な
広
い
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
徳
の
光
が
こ
の
世
を
照
ら
す
た
め
に
、
三
台
の
星
の
輝
き
が
つ
と
に
母
の
胎
内
に
入
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
、
文
彩
は
人
よ
り
も
勝
り
、
詩
文
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
作
品
を
書
き
連
ね
ら
れ
た
。
ま
さ
に
そ
の
時
代
の
詩
の
大
家
で
あ
り
、
永
遠
の
詩
文
の
師
匠
で
あ
ら
れ
る
。

夫そ
れ
志ここ
ろ
ざ
し
を
合あ
は
す
れ
ば
則すな
は
ち
殊しゆ
方ほう
の
客きや
く
も
自おの
づ
か
ら
親した
し
、
義ぎ
を
慕した
へ
ば
則すな
は
ち
異い
代だい
の
交まじ
は
り
も
隔へだ
て
な
し
。
幽いう
玄げん
の
境さか
ひ、
遙はる
か
に
蹤あと
を
閇と
づ
と
雖いへ
ど
も
、
後こう
素そ
の
功こう
、
新あら
た
に
以もつ
て
像ざう
を
図ゑが
け
り
。
縦たと
ひ
大たい
原げん
の
故こ
郷きや
う
に
遊あそ
ぶ
と
も
、
縦たと
ひ
霊りや
う
山ぜん
の
浄じや
う
土ど
に
往ゆ
く
と
も
、
魂こん
に
し
て
霊れい
あ
ら
ば
、
斯こ
の
薄はく
奠てん
を
享う
け
よ
。
国
と
時
代
の
違
い
を
越
え
て
、
我
が
思
い
を
供
物
に
託
し
て
伝
え
よ
う
と
す
る
。
｢
夫｣
以
下
の
二
句
は
、
次
の
詩
序
を
踏
ま
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
夫○
交○
者
無○
レ
隔○
二
古
今
一、
不
レ
限
二
老
少
一。
志○
合○
則○
千
載
旦
二
暮
於
懐
抱
之
間
一、
道
存
則○
一
言
膠
二
漆
於
筆
硯
之
下
一
…
…
蕭
会
稽
之
過
二
古
廟
一、
託
締
二
異○
代○
之○
交○
一、
張
僕
射
之
重
二
新
才
一、
推
為
二
忘
年
之
友
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
、
大
江
朝
綱
｢
晩
春
陪
二
上
州
大
王
臨
水
閣
一、
同
賦
二
香
乱
花
難
一
レ
識
、
応
レ
教｣
詩
序)
｢
夫｣
は
、
発
語
の
助
字
。
道
理
や
一
般
論
な
ど
を
説
く
と
き
に
、
そ
の
箇
所
の
冒
頭
に
置
く
。
夫○
水
所
二
以
載
一
レ
舟
、
亦
所
二
以
覆
一
レ
舟
(『
文
選』
巻
三
、
張
平
子
｢
東
京
賦｣)
｢
合
レ
志｣
は
、
相
手
の
思
い
や
行
い
が
自
分
の
志
に
か
な
う
こ
と
。｢
志｣
は
詩
文
に
対
す
る
思
い
。
所
下
以
去
二
二
国
一
死
中
両
君
上
者
、
行
合○
二
於
志○
一、
而
慕
レ
義
無
ケ
レ
バ
レ
窮
也
(『
文
選』
巻
三
十
九
、
鄒
陽
｢
獄
中
上
レ
書
自
明｣)
苦ネン
ゴ
ロ
ニ
嗜
独
題
如
レ
合○
レ
志○
、
緩
吟
自
聴
便
知
レ
音
(『
本
朝
麗
藻』
巻
下
・
詩
部
、
藤
原
為
時
｢
春
日
同
賦
二
閑
居
唯
友
一
レ
詩｣)
二
三
多
年
合○
レ
志○
、
通
霄
嗜
レ
学
(『
詩
序
集』
下
、
藤
原
尹
通
｢
冬
夜
於
二
藤
二
千
石
文
亭
一、
同
賦
三
夜
深
聞
二
遠
雁
一
詩｣)
｢
殊
方｣
は
、
外
国
、
異
国
。
殊○
方○
異
類
、
至
二
于
三
萬
里
一
(『
文
選』
巻
一
、
班
孟
堅
｢
西
都
賦｣)
殊○
方○
我
漂
泊
、
旧
里
君
幽
独
(『
白
氏
文
集』
巻
十
・
、｢
孟
夏
思
二
渭
村
旧
居
一
寄
二
舎
弟
一｣)
随
レ
風
草
靡
殊○
方○
狎
、
就
レ
日
葵
傾
遠
俗
帰
(
『
扶
桑
集』
巻
七
、
藤
原
雅
量
｢
遼
東
丹
裴
大
使
公
、
去
春
述
レ
懐
、
見
レ
寄
二
於
余
一、
勘
問
之
間
、
遂
無
レ
和
之
。
此
夏
綴
二
言
志
之
詩
一、
披
二
与
得
意
之
人
一
。
不
レ
耐
二
握
玩
一、
偸
押
二
本
韻
一｣)
｢
自
親｣
は
、
い
つ
の
間
に
か
親
し
み
を
お
ぼ
え
る
の
意
。
一
般
論
で
あ
る
と
と
も
に
白
居
易
に
親
近
感
を
抱
く
こ
と
で
も
あ
る
。
其
所
二
以
相
遇
一
也
、
不
レ
求
而
自
合
。
其
所
二
以
相
親
一
也
、
不
レ
介
而
自○
親○
(『
文
選』
巻
五
十
三
、
李
蕭
遠
｢
運
命
論｣)
性
淡
不
レ
変
、
更
沈
二
思
於
在
藻
之
鱗
一
、
心
虚
自○
親○
、
兼
結
二
契
於
棲
沙
之
鶴
一
(『
江
吏
部
集』
巻
上
、｢
夏
日
陪
二
藤
亜
相
城
北
山
荘
一、
同
賦
二
淡
交
唯
対
一
レ
水
詩｣
序)
｢
慕
レ
義｣
は
、
真
の
意
義
を
慕
う
こ
と
。｢
義｣
は
、
白
居
易
の
文
学
に
お
け
る
そ
れ
。
例
は
、｢
合
レ
志｣
で
挙
げ
た
鄒
陽
の
｢
獄
中
上
レ
書
自
明｣
の
ほ
か
、
次
が
あ
る
。遠
方
異
俗
之
人
、
嚮ムカ
ヒレ
風
慕○
レ
義○
(『
文
選』
巻
五
十
一
、
東
方
曼
倩
｢
非
有
先
生
論｣)
出
二
壊
窓
一
以
慕○
レ
義○
、
顧
二
残
涯
一
以
祈
レ
恩
(『
本
朝
麗
藻』
巻
下
、
高
階
積
善
｢
九
月
尽
日
、
侍
二
北
野
廟
一、
各
分
二
一
字
一
詩｣
序
。『
本
朝
文
粋』
巻
十)
｢
異
代｣
は
、
時
代
を
異
に
す
る
こ
と
。
素
文
信
而
底イタ
シレ
麟
兮
、
漢
賓
二
祚
于
異○
代○
一
(『
文
選』
巻
十
四
、
班
孟
堅
｢
幽
通
賦｣)
夫
漢
文
皇
帝
、
為
二
異○
代○
之
主
一、
以
下
好
二
倹
約
一
安
中
人
民
上
也
。
唐
白
楽
天
、
為
二
異○
代○
之
師
一、
以
下
長
二
詩
句
一
帰
中
仏
法
上
也
。
晉
朝
七
賢
、
為
二
異○
代○
之
友
一、
以
二
身
在
レ
朝
志
在
一
レ
隠
也
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
二
、
慶
滋
保
胤
｢
池
亭
記｣)
｢
無
レ
隔｣
は
、
へ
だ
て
の
無
い
こ
と
を
言
う
。
白
居
易
と
は
時
代
を
異
に
す
る
が
、
そ
の
詩
文
の
心
を
敬
慕
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
交
流
に
は
隔
た
り
は
な
い
と
い
う
。
肺
腑
都
無○
レ
隔○
、
形
骸
両
不
レ
羈
ホ
ダ
サ
レ(『
白
氏
文
集』
巻
十
三
・
、｢
代
レ
書
詩
一
百
韻
寄
二
微
之
一｣)
白
居
易
は
遙
か
遠
く
の
幽
界
に
あ
る
と
は
い
え
、
絵
に
描
い
て
そ
の
姿
を
現
し
た
と
い
う
。｢
幽
玄｣
は
、
奥
深
く
至
り
が
た
い
美
の
極
致
。｢
幽
玄
之
境｣
は
、
白
居
易
が
到
達
し
た
文
学
の
境
地
。
な
お
幽
冥
・
幽
明
な
ど
の
あ
の
世
と
解
せ
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
当
時
の
｢
幽
玄｣
は
死
後
の
世
界
の
意
を
持
た
な
い
た
め
に
取
ら
な
い
。
古
今
相
隔
、
幽○
玄○
惟
同
(『
本
朝
続
文
粋』
巻
八
、
大
江
匡
房
｢
秋
日
陪
二
安
楽
寺
聖
廟
一、
同
賦
三
神
徳
契
二
遐
年
一
詩｣
序)
依
レ
重
二
幽○
玄○
之
古
篇
一、
方
伝
二
後
素
之
新
様
一
(『
朝
野
群
載』
巻
一
、
藤
原
敦
光
｢
柿
本
朝
臣
人
麿
画
讃｣
序
。『
本
朝
続
文
粋』
巻
十
一)
後
者
は
、
対
を
な
す
｢
幽
玄－
後
素｣
の
例
。
他
の
例
は
、
鈴
木
・
北
山
｢『
和
歌
現
在
書
目
録』
真
名
序
注｣
(｢
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集｣
第
四
十
四
巻)
・
｢
柿
本
人
麿
影
供
注
釈｣
(
同
第
四
十
六
巻)
参
照
。｢
遙
雖
レ
閇
レ
蹤｣
は
、
白
居
易
北
山
円
正
二
四
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
注
釈
の
極
め
た
境
地
へ
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
後
進
に
は
到
り
得
な
い
と
い
う
。
列
真
之
所
レ
宅
、
跡○
閉○
二
不
死
之
区
一、
群
仙
之
所
レ
都
、
路
入
二
無
人
之
境
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
三
、
都
良
香
｢
神
仙｣
対
策
文
。『
都
氏
文
集』
巻
五)
｢
後
素｣
は
、
絵
画
、
絵
。『
論
語』
(
八

篇)
の
｢
子
夏
問
曰
、
巧
笑
倩
兮
、
美
目

兮
、
素
以
為
レ
絢
兮
、
何
謂
也
。
子
曰
、
絵
事
後○
レ
素○｣
に
よ
る
語
。
絵
を
描
く
仕
上
げ
に
｢
素｣
(
白)
加
え
る
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の
｢
後
素｣
は
、
白
居
易
の
肖
像
画
。
容
鬢
皆
顕
二
於
後○
素○
一、
詞
句
足
レ
知
レ
其
中
丹
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
九
、
菅
原
文
時
｢
暮
春
藤
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩｣
序)
期
日
已
近
、
後○
素○
之
態
、
殆
可
二
闕
如
一
(『
雲
州
往
来』
上
本)
｢
新
以
図
レ
像｣
は
、
藤
原
顕
長
が
こ
の
儀
式
を
催
す
た
め
に
、
旧
来
の
も
の
を
用
い
た
の
で
は
な
く
、
あ
ら
た
に
絵
を
描
か
せ
た
こ
と
を
い
う
。
美
レ
終
則
誄
発
、
図○
レ
像○
則
讃
興
(『
文
選』
序)
身
自
精
勤
、
講
レ
経
図○
レ
像○
、
十
之
三
四
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
二
、
具
平
親
王
｢
普
賢
菩

讃｣
序)
白
居
易
を
敬
慕
し
て
そ
の
姿
を
描
く
の
は
、『
本
朝
麗
藻』
(
巻
下)
藤
原
為
時
｢
和
下
高
礼
部
再
夢
二
唐
故
白
大
保
一
之
作
上｣
の
｢
風
姿
未
下
与
二
影
図
一
訛
上｣
へ
の
自
注
、｢
我
朝
慕
二
居
易
風
跡
一
者
、
多
図
二
屏
風
一。
故
云｣
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。『
都
氏
文
集』
(
巻
三)
の
｢
白
楽
天
讃｣
は
、
白
居
易
の
画
像
の
た
め
に
書
か
れ
た
讃
だ
と
い
う
(
金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集－
道
真
の
文
学
研
究
篇
第
一
冊－
』
一
〇
ペ
ー
ジ)
。
こ
の
祭
奠
の
主
催
者
藤
原
顕
長
は
、
白
居
易
と
は
所
を
隔
て
時
を
異
に
し
、
境
地
も
遠
く
及
ば
ぬ
も
の
の
、
新
調
し
た
肖
像
画
に
よ
っ
て
少
し
で
も
近
付
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
｢
縦｣
は
、
た
と
え
…
と
も
の
意
。｢
縦
…
縦
…｣
で
｢
魂
而
有
レ
霊｣
以
下
の
二
句
を
導
く
。｢
大
原
之
故
郷｣
は
、
太
原
(
山
西
省
太
原
市
。｢
大｣
は
｢
太｣
と
も
記
す)
が
白
居
易
の
故
郷
で
あ
る
こ
と
を
い
う
が
、
大
暦
六
年
正
月
二
十
日
、
生
二

州
新

県
東
郭
宅
一
(
馬
元
調
刊
本
『
白
氏
文
集』
巻
七
十
一
・
、｢
酔
吟
先
生
墓
誌
銘｣)
と
あ
る
よ
う
に
、
正
し
く
は
｢

州
新

県｣
(
河
南
省)
を
故
郷
と
す
べ
き
で
あ
る
。
祭
文
が
こ
の
よ
う
に
い
う
の
は
、
白
居
易
が
し
ば
し
ば
自
分
を
｢
太
原
(
人)
白
居
易
(
楽
天)｣
と
呼
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
元
和
十
一
年
秋
、
太○
原○
人△
白△
楽△
天△
(『
白
氏
文
集』
巻
二
十
六
・
、｢
草
堂
記｣)
刑
部
尚
書
致
仕
太○
原○
白△
居△
易△
、
年
七
十
四
(
同
巻
七
十
一
・	
、｢
胡
吉

劉
盧
張
等
六
賢
、
皆
多
二
年
寿
一、
予
亦
次
焉
。
偶
於
二
弊
居
一、
合
二
成
尚
歯
之
会
一。
七
老
相
顧
、
既
酔
甚
歓
。
静
而
思
之
、
此
会
稀
有
。
因
成
二
七
言
六
韻
一
以
紀
之
、
伝
二
好
事
者
一｣)
神
田
本
『
白
氏
文
集』
(
平
安
時
代
の
古
鈔
本)
の
巻
頭
に
も
｢
大○
原○
白
居
易｣
と
あ
る
。
太
原
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
祖
父
白
鍠
の
事
状
｢
故
鞏
県
令
白
府
君
事
状｣
(『
白
氏
文
集』
巻
二
十
九
・)
に
白
氏
の
世
系
を
記
す
な
か
で
明
か
で
あ
る
。
秦
代
の
白
起
は
、
大
功
あ
っ
て
武
安
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、
罪
な
く
し
て
死
を
賜
っ
た
。
始
皇
の
代
、
起
の
功
績
に
よ
っ
て
そ
の
子
仲
は
太
原
に
封
ぜ
ら
れ
、
子
孫
は
そ
の
地
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
｢
太
原
人｣
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
(｢
及
二
始
皇
一、
思
二
武
安
之
功
一、
封
二
其
子
仲
於
太○
原○
一。
子
孫
因
家イヘ
ヰ
ス
焉
。
故
今
為
二
二
五
太○
原○
人
一｣)
。
新
旧
の
『
唐
書』
｢
白
居
易
伝｣
に
も
そ
れ
ぞ
れ
｢
其
先
蓋
太○
原○
人｣
(『
新
唐
書』
巻
一
一
九)
｢
太○
原○
人｣
(『
旧
唐
書』
巻
一
六
六)
と
記
し
て
い
る
。
白
居
易
の
太
原
へ
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
て
、
本
貫
の
地
を
名
前
に
付
し
た
の
で
あ
る
(
白
氏
と
太
原
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
花
房
英
樹
『
白
居
易
研
究』
三
八
〜
四
一
ペ
ー
ジ
、
太
田
次
男
『
白
楽
天』
二
〇
〜
二
六
ペ
ー
ジ
参
照)
。｢
故
郷｣
に
は
次
の
例
が
あ
る
。
若
下
遠
行
客
過
二
故○
郷○
一、
恋
恋
不
上
レ
能
レ
去
(『
白
氏
文
集』
巻
二
十
六
・
、
｢
草
堂
記｣)
欣
求
浄
土
偸
相
誓
、
生
死
故○
郷○
不
二
再
廻
一
(『
本
朝
無
題
詩』
巻
五
、
藤
原
忠
通
｢
秋
三
首｣
ノ
二)
｢
霊
山｣
は
、
霊
鷲
山
の
こ
と
。
耆
闍
崛
山
と
も
い
う
。
古
代
イ
ン
ド
の
摩
竭
陀
国
の
都
、
王
舎
城
の
東
北
に
あ
る
山
。
釈
迦
が
『
法
華
経』
『
無
量
寿
経』
の
講
説
を
し
た
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
心
欲
レ
見
レ
佛
、
不
三
自
惜
二
身
命
一、
時
我
及
衆
僧
、
倶
出
二
霊○
鷲○
山○
一
(『
法
華
経』
・
如
来
寿
量
品)
苦
海
須
臾
今
日
別
、
霊○
山○
畢
竟
後
生

(
『
菅
家
文
草』
巻
四
、｢
別
二
遠
上
人
一｣)
思
二
霊○
山○
一
而
成
レ
詠
、
契
二
真
如
一
而
遺
レ
詞
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
一
、
藤
原
有
国
｢
讃
二
法
華
経
廿
八
品
一
和
歌
序｣)
｢
浄
土｣
は
、
清
浄
な
国
土
。
浄
刹
と
も
い
う
。
現
実
の
世
界
を
穢
土
と
称
す
る
の
に
対
し
て
い
う
。｢
浄
土｣
は
、
来
世
浄
土
、
浄
仏
国
土
、
常
寂
光
土
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
白
居
易
の
死
後
の
行
き
先
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
世
浄
土
で
あ
る
。
当
時
は
阿
弥
陀
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
来
世
浄
土
の
う
ち
、
阿
弥
陀
仏
の
西
方
極
楽
世
界
(
西
方
浄
土)
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
我
浄○
土○
不
レ
毀
、
而
衆
見
二
焼
尽
、
憂
怖
諸
苦
悩
、
如
レ
是
悉
充
満
一
(『
法
華
経』
・
如
来
寿
量
品)
従
レ
是
西
方
過
二
十
萬
億
佛
土
一
有
二
世
界
一。
号
一
極
楽
一
…
…
其
国
号
二
浄○
土○
一。
以
レ
無
二
三
毒
五
濁
業
一
故
也
(『
白
氏
文
集』
巻
七
十
・
、｢
画
二
西
方
幀
一
記｣)
迎
二
持
登
霞
先
帝
一、
増
二
遍
周
法
界
之
威
光
一、
摂
二
引
過
去
尊
霊
一、
開
二
往
生
浄○
土○
之
因
果
一
(
『
菅
家
文
草』
巻
十
一
、｢
為
二
故
尚
侍
家
人
一、
七
々
日
果
二
宿
願
一
法
会
願
文｣)
白
居
易
は
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
か
と
見
た
の
で
あ
る
。
こ
の
｢
浄
土｣
は
来
世
の
世
界
で
あ
り
、
釈
迦
が
説
法
し
た
と
い
う
｢
霊
山｣
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
｢
霊
山
之
浄
土｣
と
い
う
の
は
お
か
し
い
の
で
あ
る
が
、
弟
子
大
日
本
国
左
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
某
、
前
白
二
霊△
山△
浄○
土○
釈
迦
尊
一
言
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
三
、
大
江
匡
衡
｢
為
二
左
大
臣
一、
供
二
養
浄
妙
寺
一
願
文｣)
の
よ
う
に
｢
霊
山｣
を
｢
浄
土｣
と
見
る
考
え
も
あ
り
、｢
霊
山
之
浄
土｣
は
不
当
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。｢
魂
而
有
レ
霊｣
は
、
尊
霊
へ
の
呼
び
か
け
の
こ
と
ば
。
魂○
而○
有○
レ
霊○
、
嘉
二
茲
寵
栄
一
(『
文
選』
巻
五
十
七
、
潘
安
仁
｢
馬

督
誄｣
序
。
李
善
注
｢
范
曄
後
漢
書
曰
、
和
帝
追
二
謚
梁
竦
一
詔
曰
、
魂
而
有
レ
霊
、
嘉
二
斯
寵
栄
一｣)
惟
魂○
而○
有○
レ
霊○
、
莫
レ
忘
二
旧
知
己
一
(『
菅
家
後
集』
、｢
哭
二
奥
州
藤
使
君
一｣)
北
山
円
正
二
六
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
注
釈
魂○
而○
有○
レ
霊○
、
受
二
此
哀
贈
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
四
、
大
江
朝
綱
｢
在
原
氏
為
二
亡
息
員
外
納
言
一、

九
日
修
二
諷
誦
一
文｣)
｢
享
二
斯
薄
奠
一｣
は
、
白
居
易
に
こ
の
供
え
物
を
受
け
て
ほ
し
い
と
求
め
て
い
る
。
｢
薄
奠｣
は
、
粗
末
な
供
物
。
敬
陳
二
薄○
奠○
一、
庶
鑑
二
悲
誠
一
(『
白
氏
文
集』
巻
二
十
三
・
、｢
祭
二
楊
夫
人
一
文｣)
敢
申
二
薄○
奠○
一、
庶
鑑
二
微
衷
一
(
同
巻
六
十
・
、｢
祭
二
李
司
徒
一
文｣)
(
現
代
語
訳)
さ
て
そ
の
志
が
我
が
思
い
に
合
う
の
な
ら
、
異
国
の
人
と
で
も
い
つ
の
ま
に
か
親
し
く
な
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
真
義
を
慕
う
の
な
ら
、
時
代
を
異
に
す
る
交
流
で
も
隔
た
り
は
な
い
も
の
で
す
。
あ
な
た
は
幽
玄
の
境
地
に
到
達
さ
れ
て
、
遙
か
か
な
た
へ
と
そ
の
跡
を
閉
ざ
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
画
作
の
功
に
よ
っ
て
、
新
た
に
肖
像
を
描
き
ま
し
た
。
た
と
え
大
原
に
あ
る
故
郷
へ
出
か
け
て
お
ら
れ
よ
う
と
も
、
た
と
え
霊
鷲
山
の
極
楽
浄
土
へ
行
っ
て
お
ら
れ
よ
う
と
も
、
あ
な
た
の
魂
に
神
霊
が
あ
る
の
な
ら
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
供
物
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

嗟あ
乎あ
、
昔むか
し
平へい
生ぜい
に
在あ
り
て
は
、
辞じ
人じん
才さい
子し
、
其そ
の
華くわ
藻さう
を
窃ぬす
み
、
今いま
祭さい
奠てん
に
臨のぞ
み
て
は
、
末まつ
学がく
頑ぐわ
ん
質しつ
、
其そ
の
文ぶん
章しや
う
を
慕した
ふ
。
彼か
れ
も
一いち
時じ
な
り
、
此こ
れ
も
一いち
時じ
な
り
。
伏ふ
し
て
乞こ
ふ
ら
く
は
、
此こ
の
露ろ
胆たん
の
佳か
趣しゆ
に
鑑かん
が
み
、
授さづ
く
る
に
風ふう
骨こつ
の
英えい
材ざい
を
以もつ
て
せ
む
こ
と
を
。
尚こひ
ね
が
は
く
は
う
け
よ
。
こ
の
儀
式
を
催
す
趣
旨
で
あ
る
詩
文
の
才
を
授
け
ら
れ
る
よ
う
白
居
易
に
こ
い
ね
が
い
、
祭
文
を
結
ぶ
。｢
嗟
呼｣
は
、
感
嘆
の
声
。｢
嗟
乎｣
に
作
る

左
文
庫
本
も
同
じ
。嗟○
乎○
夫
子
永
安トド
マ
ル
二
幽
冥
一
(『
文
選』
巻
五
十
六
、
曹
子
建
｢
王
仲
宣
誄｣)
嗟○
呼○
幽
霊
知
二
我
此
志
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
四
、
大
江
朝
綱
｢
為
二
亡
息
澄
明
一

九
日
願
文｣)
｢
平
生｣
は
、
か
つ
て
、
往
時
。
白
居
易
の
生
前
、
あ
り
し
日
。
尋
二
平○
生○
於
響
像
一、
覧
二
前
物
一
而
懐
之
(『
文
選』
巻
十
六
、
陸
士
衡
｢

逝
賦｣)
廼
於
二
平○
生○
之
旧
寝
一、
聊
開
二
供
講
之
梵
筵
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
四
、
大
江
匡
衡
｢
為
二
右
近
中
将
源
宣
方
一

九
日
願
文｣)
｢
辞
人
才
子｣
の
｢
辞
人｣
は
、
詩
文
に
す
ぐ
れ
た
人
、｢
才
子｣
は
、
詩
文
の
才
を
持
つ
人
。
文
人
墨
客
。
詞△
人○
才○
子○
、
則
名

二
於
縹

一、
飛
文
染
翰
、
則
巻
盈
二
乎

帙
一
(『
文
選』
序)辞○
人○
才○
子○
、
文
体
三
変
(
同
巻
五
十
、
沈
休
文
｢
宋
書
謝
霊
運
伝
論｣)
詞△
人○
才○
子○
、
漸
呑
二
吟
詠
之
声
一、
詩
境
文
場
、
已
為
二
寂
寞
之
地
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
二
、
大
江
朝
綱
｢
停
九
日
宴
十
月
行
詔｣)
詞△
人○
才○
子○
、
慕
レ
風
継
レ
塵
(
同
巻
十
一
、
紀
淑
望
｢
古
今
和
歌
序｣)
｢
華
藻｣
は
、
は
な
や
か
な
文
、
美
し
い
文
彩
。｢
窃
二
其
華
藻
一｣
は
、
白
居
易
の
文
藻
を
盗
も
う
と
し
た
こ
と
を
い
う
。
歩
光
之
剣
、
華○
藻○
繁
縟
(『
文
選』
巻
三
十
四
、
曹
子
建
｢
七
啓
八
首｣
。
李
善
二
七
注
｢
藻ハ
文

也｣)
華○
藻○
猶
存
者
、
補
二
其
闕
一
以
加
レ
固
(『
菅
家
文
草』
巻
七
、｢
崇
福
寺
綵
錦
宝
幢
記｣)
｢
祭
奠｣
は
、
祭
の
供
え
物
、
祭
の
儀
式
。
こ
こ
で
は
、
白
居
易
を
祭
る
儀
式
。
朝
夕
奠○
祭○
、
太
官
供
給
(『
文
選』
巻
六
十
、
任
彦
昇
｢
斉
竟
陵
王
行
状｣)
｢
…
…
士
女
報
賽
、
致
二
祭○
奠○
礼
一
…
…｣
(『
本
朝
無
題
詩』
巻
二
、
菅
原
在
良
｢
画
障
子
詠
三
首｣
ノ
詩
題)
壇
場
安
二
北
斗
一、
祭○
奠○
致
二
南
謨
一
(『
本
朝
続
文
粋』
巻
一
、
藤
原
敦
光
｢
初
冬
述
懐
百
韻｣)
｢
末
学｣
は
、
学
識
に
乏
し
い
こ
と
、
浅
学
。｢
頑
質｣
と
と
も
に
、
儀
式
の
主
催
者
顕
長
が
自
分
自
身
を
卑
下
し
た
こ
と
ば
。
若
レ
客
所
レ
謂
末○
学○
膚
受
、
貴
レ
耳
賤
レ
目
者
也
(『
文
選』
巻
三
、
張
平
子
｢
東
京
賦｣
。
薛
綜
注
｢
末
学
謂
レ
不
レ
経
レ
根
本
一｣)
我
雖
二
末○
学○
一、
聞
二
之
前
典
一
(
同
巻
五
十
七
、
潘
安
仁
｢
馬

督
誄｣
。
李
善
注
｢
荘
子
曰
、
末
学
古
之
人
有
レ
之｣)
｢
頑
質｣
は
、
頑
な
で
愚
か
な
こ
と
。
覧
二
盈
虚
之
正
義
一、
知
二
頑○
素△
之
迷
惑
一
(『
文
選』
巻
三
十
四
、
曹
子
建
｢
七
啓
八
首｣
。
李
善
注
｢
薛
君
韓
詩
章
句
曰
、
素ハ
質
也
。
言
、
人
但
有
二
質
朴
一、
無
二
治
レ
人
之
材
一
也｣)
何
以
二
氷
児
之
頑○
質○
一、
更
隔
二
雲
母
之
古
風
一
乎
(『
本
朝
文
粋』
巻
五
、
大
江
朝
綱
｢
為
二
清
慎
公
一、
辞
二
右
大
臣
一
第
三
表｣)
愚
材
之
臨
二
斜
景
一、
頑○
質○
之
浴
二
重
恩
一
(『
本
朝
続
文
粋』
巻
五
、
藤
原
明
衡
｢
請
レ
罷
二
参
議

勘
解
由
長
官
職
一
状｣)
｢
其
文
章｣
は
、
白
居
易
の
詩
文
。
僕
少
小
好
為
二
文○
章○
一
(『
文
選』
巻
四
十
二
、
曹
子
建
｢
与
二
楊
徳
祖
一
書｣)
興
二
立
礼
楽
之
中
衰
一、
弥
二
縫
文○
章○
之
殆
絶
一
(
『
江
吏
部
集』
巻
下
、｢
暮
秋
陪
二
左
相
府
書
閣
、
同
賦
二
寒
花
為
レ
客
栽
一、
応
レ
教
詩｣
序
。『
本
朝
文
粋』
巻
十
一)
以
上
三
句
は
、
白
居
易
在
世
時
の
文
人
は
そ
の
文
藻
を
盗
も
う
と
し
、
今
時
私
は
そ
の
詩
文
を
慕
う
と
述
べ
る
。
｢
彼
一
時
也
、
此
一
時
也｣
の
｢
彼｣
｢
此｣
は
、
直
前
の
対
句
｢
昔｣
｢
今｣
以
下
を
指
す
。
昔
は
昔
、
今
は
今
で
そ
れ
ぞ
れ
だ
の
意
。
今
昔
そ
の
時
々
に
、
白
居
易
の
詩
文
に
対
す
る
接
し
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
是
故モト
ヨ
リ
非
三
子
之
所
二
能
備ツブ
サ
ニ
ス
ル
一。
彼○
一○
時○
也○
、
此○
一○
時○
也○
。
豈
可
レ
同
哉
(『
文
選』
巻
四
十
五
、
東
方
曼
倩
｢
答
二
客
難
一｣
。
李
善
注
｢
孟
子
謂
二
充
虞
一
曰
、
彼
一
時
也
、
此
一
時
也｣)
臣
昔△
是
伏
二
奏
青
瑣
一
之
職
、
臣
今△
亦
追
二
従
緑
蘿
一
之
身
。
彼○
一○
時○
也○
、
此○
一○
時○
也○
(『
菅
家
文
草』
巻
六
、｢
九
日
後
朝
、
侍
二
朱
雀
院
一、
同
賦
三
閑
居
楽
二
秋
水
一、
応
二
太
上
天
皇
製
一｣
詩
序
。『
本
朝
文
粋』
巻
八)
後
者
の
例
は
、｢
昔
…
…
今｣
の
例
で
も
あ
り
、
本
祭
文
作
成
の
際
に
参
考
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
｢
伏
乞｣
は
、
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
願
い
上
げ
る
こ
と
、
心
か
ら
願
う
気
持
ち
を
表
す
こ
と
ば
。
以
下
、
祈
願
の
趣
を
白
居
易
の
霊
に
向
か
っ
て
述
べ
る
。
伏○
乞○
、
尊
像
示
以
二
許
否
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
三
、
大
江
以
言
｢
為
二
員
外
北
山
円
正
二
八
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
注
釈
藤
納
言
一、
請
三
修
二
餝
美
福
門
額
字
一、
告
二
弘
法
大
師
一
文｣)
伏○
乞○
、
加
級
如
レ
思
、
昇
進
任
レ
意
(『
朝
野
群
載』
巻
三
、｢
藤
原
顕
隆
都
状｣)
｢
鑑｣
は
、
み
る
、
状
況
を
考
え
合
わ
せ
て
判
断
す
る
。『
類
聚
名
義
抄』
(
僧
上)
の
訓
に
は
｢
カ
ヽ
ミ
ル
・
テ
ラ
ス｣
が
あ
る
。
光
武
鑑○
二
前
事
之
違
一、
存
二
矯
枉
之
志
一
(『
文
選』
巻
五
十
、
范
蔚
宗
｢
後
漢
書
二
十
八
将
伝
論｣
。
五
臣
注
｢
鑑ハ
視
也｣
。
慶
安
版
の
訓
｢
カ
ヽ
ミ｣)
敢
申
二
薄
奠
一、
庶
鑑○
二
微
衷
一
(『
白
氏
文
集』
巻
六
十
・
、｢
祭
二
李
司
徒
一
文｣)
王
事
靡
レ

。
モ
ロ
コ
キ
コ
ト
盍
レ
鑑○
二
於
此
一。
尚コヒ
ネ
ガ
ハ
ク
ハ

ウ
ケ
ヨ(『
本
朝
文
粋』
巻
十
三
、｢
為
二
員
外
藤
納
言
一、
請
三
修
二
餝
美
福
門
額
字
一、
告
二
弘
法
大
師
一
文｣)
｢
露
胆｣
は
、
思
い
の
ま
ま
を
述
べ
る
こ
と
、
心
の
底
か
ら
。
次
の
も
の
以
外
の
例
は
、
鈴
木
・
北
山
｢『
和
歌
現
在
書
目
録』
真
名
序
注｣
(｢
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集｣
第
四
十
四
巻)
参
照
。
風
聞
二
弊
破
一、
露○
胆○
憂
思
(『
菅
家
文
草』
巻
七
、｢
崇
福
寺
綵
錦
宝
幢
記｣)
風
情
驚
二
眇
漠
一、
露○
胆○
謂
二
虚
無
一
(『
本
朝
続
文
粋』
巻
一
、
大
江
匡
房
｢
西
府
作｣)
｢
佳
趣｣
は
、
よ
い
趣
。｢
佳
趣｣
は
、
こ
こ
で
は
顕
長
の
催
す
白
居
易
を
祭
る
儀
式
の
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
で
は
、
自
ら
の
行
う
祭
奠
を
｢
佳｣
で
あ
ら
わ
す
の
は
拙
い
と
言
え
よ
う
。
対
玩
有
二
佳○
趣○
一、
使
二
我
心
渺
綿
一
(
初
唐
張
九
齢
｢
題
下
画
二
山
水
一
障
上｣)
夜
雪
有
二
佳○
趣○
一、
幽
人
出
二
書
帷
一
(
『
白
氏
文
集』
巻
十
四
・
、｢
春
夜
喜
レ
雪
、
有
レ
懐
二
王
二
十
二
一｣)
感
二
其
形
概
之
霊
奇
一、
増
以
二
水
樹
之
佳○
趣○
一
(
『
江
吏
部
集』
巻
上
、｢
夏
日
陪
二
左
相
府
書
閣
一、
同
賦
三
水
樹
多
二
佳○
趣○
一、
応
レ
教｣
詩
序
。『
本
朝
文
粋』
巻
八)
｢
風
骨｣
は
、
作
品
の
心
と
文
辞
。
文
章
卓
犖
生イケ
ル
ト
キ
無
レ
敵
、
風○
骨○
英
霊
歿
有
レ
神
(『
白
氏
文
集』
巻
五
十
七
・
	
、｢
哭
二
微
之
一
二
首｣
ノ
二)
先
師
独
擢
二
予
詩
一
曰
、
綴
韻
之
間
、
甚
得
二
風○
骨○
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
八
、
紀
長
谷
雄
｢
延
喜
以
後
詩
序｣)
是
風○
骨○
之

ア
ラ
キ
コ
ト
之
令
レ
然
也
、
是
月
将
之
駑オソ
キ
コ
ト
之
令
レ
然
也
(『
江
吏
部
集』
巻
上
、｢
八
月
十
五
夜
、
江
州
野
亭
、
対
レ
月
言
レ
志｣
。『
本
朝
文
粋』
巻
八)
な
お
、『
経
国
集』
序
に
｢
斉
梁
之
時
、
風○
骨○
已
喪
、
周
隋
之
日
、
規
矩
不
レ
存｣
と
あ
り
、
そ
の
注
釈
で
あ
る
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
中
下
Ⅰ』
は
、
｢
風
骨｣
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。｢
英
材｣
は
、
優
れ
た
才
能
、
ま
た
そ
の
才
能
を
有
す
る
人
。
儀
式
の
趣
旨
は
、
詩
文
の
才
能
を
授
け
ら
れ
る
よ
う
白
居
易
に
祈
願
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
游
夏
之
英○
才○
、
伊
顔
之
殆
庶
(『
文
選』
巻
五
十
四
、
劉
孝
標
｢
弁
明
論｣
。
李
善
注
｢
孟
子
曰
、
得
二
天
下
之
英
才
一、
而
教
育
之｣)
英○
材○
明
悟
、
為
二
衆
所
一
レ
推
(『
懐
風
藻』
、
釈
道
慈
伝)
右
丞
相
開
二
客
館
一、
以
延
二
英○
才○
一
焉
(『
本
朝
文
粋』
巻
八
、
橘
広
相
｢
賦
二
冬
日
可
一
レ
愛｣
詩
序)
｢
尚
｣
は
、
な
に
と
ぞ
お
受
け
願
い
ま
す
の
意
。
神
霊
に
対
し
て
願
望
を
述
べ
て
い
る
。
祭
文
末
尾
の
常
套
句
。『
新

字
鏡』
(
巻
十
二)
に
は
、｢
庶
幾
僥
倖
二
九
也
。
又
、
尚
、
己
比
祢
加
波
久
波｣
、『
類
聚
名
義
抄』
(
僧
上)
の
｢
尚
饗｣
に
対
す
る
訓
に
は
、｢
コ
ヒ
ネ
カ
ハ
ク
ハ
ウ
ケ
タ
マ
ヘ｣
と
あ
る
。
神
而
有
レ
霊
、
儻モシ
垂
尚○
○(『
芸
文
類
聚』
巻
三
十
八
・
祭
祀
、
晉
王
｢
祭
二
徐
聘
士
一
文｣)
念オモ
ハ
ク
ハ
爾ナン
ヂ
有
レ
霊
、
知
二
予
此
意
一。
尚○
○(『
白
氏
文
集』
巻
三
十
九
・
、
｢
祭
二
呉
少
誠
一
文｣)
精
祈
之
至
、
請
垂
二
冥
感
一。
尚○
○
(『
朝
野
群
載』
巻
三
、
藤
原
令
明
｢
地
神
供
祭
文｣)
(
現
代
語
訳)
あ
あ
、
昔
こ
の
世
に
お
い
で
の
時
、
詩
文
に
才
あ
る
人
た
ち
は
、
そ
の
華
や
か
な
文
藻
を
盗
み
、
今
祭
典
に
臨
ん
で
、
学
殖
少
な
い
頑
愚
の
私
は
、
そ
の
文
辞
を
追
慕
し
て
お
り
ま
す
。
か
の
折
り
は
か
の
折
り
、
今
は
今
で
敬
仰
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
、
こ
の
心
か
ら
な
る
よ
き
趣
向
を
と
く
と
お
含
み
の
上
、
詩
文
の
心
と
文
藻
を
授
け
て
下
さ
い
ま
す
こ
と
を
。
な
に
と
ぞ
お
受
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
。
付
説
こ
の
｢
白
居
易
祭
文｣
は
、
保
延
四
年
二
月
十
日
藤
原
顕
長
が
白
楽
天
へ
の
敬
慕
の
思
い
を
述
べ
た
上
で
、
新
作
の
楽
天
像
を
掲
げ
て
供
物
を
そ
な
え
、
詩
文
の
才
を
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
る
儀
式
の
た
め
に
作
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
。
影
供
と
称
す
べ
き
顕
長
の
こ
の
催
し
は
他
に
所
見
な
く
、
祭
文
以
外
に
内
容
を
知
る
手
掛
か
り
は
な
い
。
同
類
の
催
し
で
あ
る
、
元
永
元
(
一
一
一
八)
年
に
藤
原
顕
季
が
催
し
た
柿
本
人
麿
影
供
に
は
『
柿
本
影
供
記』
が
備
わ
り
、
そ
の
模
様
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
催
し
の
終
わ
り
に
参
会
者
に
よ
っ
て
歌
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
簣
堂
文
庫
本
『
作
文
大
体』
に
付
せ
ら
れ
た
源
通
親
｢
擬
二
香
山
一
模
二
草
堂
記
一｣
(
川
口
久
雄
｢
方
丈
記
の
先
蹤
文
学
の
一
資
料－
成
簣
堂
本
作
文
大
体
所
収
源
通
親
久
我
草
堂
記－
｣
、｢
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
・
文
学
篇｣
第
七
号
。
品
川
和
子
｢
擬
香
山
模
草
堂
記
に
つ
い
て｣
、『
王
朝
文
学
論
考』
所
収
、
参
照)
に
よ
れ
ば
、
白
居
易
像
を
掲
げ
て
行
っ
た
催
し
に
は
、｢
東
西
曹
之
新
賓｣
(
文
章
院
の
学
生)
｢
城
北
好
才｣
を
招
い
て
お
り
、
詩
を
詠
じ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
顕
長
の
場
合
も
作
文
会
を
伴
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
祭
文
で
｢
授
以
二
風
骨
之
英
材
一｣
と
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
詩
作
が
あ
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
後
の
詩
文
上
達
を
目
指
す
契
機
と
も
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
『
白
氏
文
集』
伝
来
以
降
、
白
居
易
は
常
に
尊
崇
の
対
象
で
あ
っ
た
。
白
詩
に
接
し
た
当
初
は
、
見
事
な
詩
を
読
む
人
物
へ
の
憧
憬
尊
敬
を
抱
く
の
み
で
あ
っ
た
。
や
が
て
文
人
ら
の
居
易
観
は
変
化
す
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
階
積
善
｢
夢
中
同
謁
二
白
大
保
元
相
公
一｣
(『
本
朝
麗
藻』
巻
下
・
讃
徳
部)
の
｢
高
情
不
レ
識
又
何
神｣
に
付
せ
ら
れ
た
自
注
に
｢
白
太
保
伝
云
、
大
保
者
是
文
曲
星
神
。
而
相
公
未
レ
見
二
其
所
一
レ
伝
矣｣
と
あ
り
、
居
易
を
｢
文
曲
星
神｣
と
言
う
の
で
あ
る
。｢
白
大
保
伝｣
の
作
者
・
成
立
時
期
な
ど
は
不
明
で
あ
り
、
い
か
な
る
事
情
か
ら
神
格
化
す
る
伝
が
生
ま
れ
た
の
か
も
分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
こ
の
見
方
は
当
時
広
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
、
源
通
親
｢
擬
二
香
山
一
模
二
草
堂
記
一｣
に
は
｢
小
年
読
二
白
楽
天
之
伝
一、
其
身
為
二
文
曲
星
之
化
一｣
と
記
し
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
普
通
北
山
円
正
三
〇
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
注
釈
唱
導
集』
の
｢
白
居
易｣
に
は
、｢
蓋
是
文
曲
星
之
精
霊
也｣
と
述
べ
、
文
曲
星
の
化
身
で
あ
る
と
す
る
。
前
者
に
は
、｢
白
氏
将
案
レ
彰
、
文
星
化
入
レ
夢
、

覚
感
二
霊
威
一、
粛
潔
供
二
茶
菓
一｣
｢
模
二
香
山
一
案
二
真
影
一｣
｢
祭
奠
始
レ
之
路
近｣
、
後
者
に
は
、｢
今
恭
敬
之
余
、
致
二
礼
賛
設
一｣
と
あ
る
。
影
供
な
ど
の
儀
礼
に
お
い
て
、
白
居
易
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る
異
伝
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
場
か
ら
文
人
た
ち
の
間
に
伝
播
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
(
山
崎
誠
｢
も
う
ひ
と
り
の
白
楽
天－
偽
伝
と
偽
書
の
世
界
か
ら－
｣
、『
白
居
易
研
究
講
座』
第
四
巻
所
収
、
参
照)
。
こ
の
よ
う
に
居
易
を
文
曲
星
神
ま
た
は
文
曲
星
の
化
身
と
見
な
す
時
代
に
あ
っ
て
、
藤
原
敦
光
の
祭
文
も
、｢
台
彩
早
入
レ
孕｣
と
三
台
が
懐
胎
し
て
誕
生
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
詩
文
の
才
を
授
け
て
ほ
し
い
と
請
い
願
う
対
象
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
｢
白
大
保
伝｣
の
よ
う
な
神
格
化
に
ま
で
は
到
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、｢
台
彩｣
が
前
述
し
た
三
台
の
光
輝
の
意
だ
と
す
る
と
、｢
擬
二
香
山
一
模
二
草
堂
記
一｣
と
『
普
通
唱
導
集』
の
い
う
文
曲
星
の
化
身
と
す
る
見
解
と
は
ま
た
異
な
る
。
別
種
の
伝
の
存
在
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
三
一
